
 

１月２４日から３０日は                です。 

 

給食は、１８８９年に山形県鶴岡市で始まり、全国へ広がっていきました。 

一時は太平洋戦争の影響により中断されましたが、世界中の人々の温かい支援で再開することが

でき、それを記念して１９５０年から学校給食週間が行われています。この１週間を通して、食べる

ことの大切さを理解し、食べ物や給食に関わる人々の思いや苦労に感謝していただきましょう。 

 

 

 

 

    

 

 

  

        

 

 

 

 

 

                                

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お願い】 
みんなが気持ちよく使うために、給食で

使う食器などは大切に扱いましょう。 

令和４年１月号 

川口市立里中学校 

校 長 荻上 晃司 

栄養士 根岸 美奈 

 

 

今月は オーストラリアを 

テーマにした献立が登場します！ 

今年度のテーマ： 

２４日（月）                         
 

 

 

チーズパン  牛乳  レンテルとチキンのスープ 

バンガ―ズ  フライドポテト 

 

オーストラリアは広大な国土と恵まれた天候で農業や畜産業が盛んであり、周

りは海に囲まれ漁業もおこなわれています。食文化は、この国に移り住んできた

人々が持ち込んだ、それぞれの異なった食文化に支えられ進化してきました。 

「レンテルとチキンのスープ」のレンテルとは「レンズ豆」のことで、オースト

ラリアで日常的に食べられている豆のひとつです。「バンガ―ズ」は焼いたソーセ

ージに玉ねぎを炒めて味をつけたソースをかけます。本場ではグレービーソース

を使いますが、給食用にアレンジしてあります。楽しみにしていてくださいね。 

市内の中学校の中から、６校に協力をお願いし、給食の献立を１食分作成しても

らいました。 

各校で最も優秀だった献立が、12月から 2月の間に実際に給食に登場します。

1月は次の２つの献立です。 

１８日（火） 八幡木中学校 

 

ごはん 牛乳 かぶとほうれんそうのみそ汁 鶏肉のみぞれあんかけ   

れんこんのきんぴら みかんゼリー 

テーマ：冬の旬つめこみ給食 
 

新年あけましておめでとうございます。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

和食は、日本の自然や歴史から生まれ、日本人が昔から受け継いできた食の文化です。 

平成２５年には「日本人の伝統的な食文化」としてユネスコの無形文化遺産に登録されました。海、

山、里と豊かな四季の表情を持つ国土に育まれてきた日本の食文化は、栄養バランスに優れた健康的

な食事として、世界からも注目されています。みなさんも和食の魅力について、考えてみましょう。 

～和食の４つの特徴～ 
多様で新鮮な食材と持ち味の尊重 

 

健康的な食生活を支える栄養バランス 

 

 

ご飯を主食とした「一汁三菜」を基本に、「うま味」

を生かすことで、理想的な栄養バランスに近づきま

す。動物性油脂の少ない食生活が、日本人の長寿や

肥満防止に役立ってきました。 

 日本の食文化は、年中行事と密接に関わって育ま

れてきました。自然の恵みである「食べ物」をみん

なで分け合い、食事の時間を共有することで、家族

や地域との絆を強めてきました。 

食事の場で、自然の美しさや四季の移り変わり

を表現することも大きな特徴です。旬の食材や季

節の花・葉を使い、器にも気を配って、季節その

ものを楽しむことができます。 

日本の国土は南北に長く、海、山、里と各地域に

根ざした多彩な食材が用いられます。素材そのもの

の味を最大限に生かす調理技術や調理器具が発達

してきました。 

年中行事との関わり 

 

自然の美しさや季節の移ろいの表現 

 

３１日（月） 戸塚中学校 

 

ツイストパン 牛乳 かぼちゃスープ 鶏肉のトマト煮   

ほうれん草とコーンのソテー 紅茶ゼリー 

テーマ： 洋食  
 


